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上段：前回再評価

下段：今回再評価
事業化
年度

完了予定
年度

前回
（Ｈ３０）

石狩川下流幌向地区の自然再生、美
瑛川地区かわまちづくりの整備を進
めています。また、砂川地区及び恵
庭地区のかわまちづくり等の整備を
進めます。

S42 R10 296 96%
自然環境の再生、かわまちづくりに
よる地域活性化が期待される。

3.3 1,433 4,678

今回
（Ｒ４）

石狩川下流幌向地区の自然再生、砂
川地区、恵庭地区のかわまちづくり
の整備を進めています。また、江別
地区のかわまちづくりの整備を進め
ます。

S42 R14 299 98% 同上 3.2 1,788 5,660

前回
（Ｒ３）

アイヌ文化の保存・伝承、体験・交
流・学習に必要な水辺空間の形成を
目的とした整備を進めています。

H14 R8 7 75%
水辺空間の整備による、アイヌ民族
伝統文化の保存・伝承・振興への貢
献が期待される。

19.9 8.2 163

今回
（Ｒ４）

アイヌ文化の保存・伝承、体験・交
流・学習に必要な水辺空間の形成を
目的とした整備を進めています。更
にダム湖周辺の水辺整備を進めま
す。

H14 R14 11 53% 同上 14.5 14 203

※1 進捗率は、それぞれの全体事業費に対する進捗率を示す ◆重点審議案件の選定要件 （ａ）事業計画が顕著に変更された事業

（ｂ）推定便益が顕著に減少する事業

：重点審議案件 （ｃ）推定事業費が顕著に増加する事業

（ｄ）事業の進捗予定が顕著に遅れている事業

（ｅ）その他の要因

事業の必要性・重要性に変化
なく、費用対効果等の投資効
果も確保されているため。

重点審議

（a）事業計画が
顕著に変更された事業

再～2 沙流川総合水系環境整備事業
社会経済情勢
等の変化

　流域に伝わるアイヌ文化の保存・伝承な
どに必要な水辺空間の整備を平取町と連携
して行っており、北海道の川づくりビジョ
ンの趣旨に沿っていることから、ダム湖周
辺整備を追加する当該事業の継続について
異議はありません。
　なお、事業の実施にあたっては、徹底し
たコスト縮減を図るとともに、これまで以
上に効率的・効果的な執行に努め、早期完
成を図るようお願いいたします。

再～1 石狩川総合水系環境整備事業
社会経済情勢
等の変化

　江別市と連携して千歳川の水辺整備を行
い、賑わいを創出する地域活性化の取組み
などは、北海道の川づくりビジョンの趣旨
に沿っていることから、当該事業の継続に
ついて異議はありません。
　なお、事業の実施にあたっては、徹底し
たコスト縮減を図るとともに、これまで以
上に効率的・効果的な執行に努め、早期完
成を図るようお願いいたします。

継続

事業の必要性・重要性に変化
なく、費用対効果等の投資効
果も確保されているため。

重点審議

（a）事業計画が
顕著に変更された事業

継続

備　　考

北海道開発局事業審議委員会（令和４年度第１回）　審議案件一覧【再評価】≪河川事業≫

事　　業　　名 再評価理由 事業の概要
事業期間 全体

事業費
(億円)

進捗率
※1

事業の効果等
費用便益比

全体
Ｂ／Ｃ

総費用 総便益 地方公共団体等の意見
対応方針
(案)

対応方針(案)決定の理由

1


